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第七四號げ

【

宴
賽
】

．

石

狩

炭

田

の

炭

層

歌

態

に

就

て

一
、

北

海
迸
塊

質
調

査
澣
革
の

大

要

　
こ

，

北

晦
道
の

古
生

暦
　
三

、

同
中
生

層

　
四
隔

同
第
三

耙

麿

地
層
分

布
、

炭
暦
の

分

布

淌

長
、

皺
曲
と

斷

暦

　
五

、

石

狩…
灰

田

以

外

の

炭
田

　
六

．

北

海

范
の
山
灰

量

村

田

．
析

暦

序
、

堆

積
、

時
代、

夕
張

炭

田

と

空
知
炭
帥
の

比
較

、

　
石

狩
炭
出

の

炭
暦
淞
態
を

述
べ

る

前
に

北
海
道
に

於
け

る

地

質
就
中

眉

狩

炭
田

に

於
け

る

地

質
の
一

遖
り

を

申
上

げ
ね

ば

な
り

ま

せ

ん

　
御
承
知
の

通
り

北

海
道
の

地
質
に

關
し

て

は

明
治
初
年
開
拓
使
廳
の

雇
ベ

ン

ジ

ごー、
ン

・

ス

ミ

ス
。

ラ

イ

マ

ン

氏
が

炭
顕

を
開
發
す
る

爲
め

に

着
手
し

た
の

が

始
め

て

で

あ
り

ま
し
て

其
後
坂

市
太
郎

、

棘
保
小

虎，

大
塚

專
一

氏
等
炭

田

及
び

全
道
に

渉
つ

て

學
術
的
及
經

濟
的
調
杏
を

せ

ら

れ
ま
し

た
．

方
化

石

に

關
し
て

は

横
血
叉

次
郎
氏．

就
中
石

狩
炭
川

白
堊

紀
層
と

第
＝ ．

紀
暦
序
關
係
に

就
い

て

は

矢
部
長
克
氏

明
治
二

三

年
之
れ
を

研
究
し

綾
い

て

大
築
洋
之

助
，

大
井
上

義
近
氏、

地
質
調
査
所
よ

り

は

鑛
物
調
査
纂

業
と

し
て

明
治
四
三

年

よ

り

大
正

七
年
に

渉
り

て

小

林
儀
一

郎
、

渡
邊
久
吉

、

植
村
喫
巳
雄

民
等
其
調

査
に

當
り

最
近
に

は

三

菱
技
師
今

井
牛
次
郎
氏．

炭
礦
汽
船
か

ら

は

西
川

冠
次

郎
．

蜷
川

睦

之

助
，

高
尾

彰
卒

．

三

井
砂

川

技

師
田

代
修
一

，

北
海
道
大
學

教
授
田

上

政
男
氏
等
圭
に

炭
田

調

査
に

當
ら

れ
ま
し

た．

其
中
最
も

注
意
す

べ

き
は

石
狩
炭
田

調
査
に

偉
勳
を

立
て

ら

れ
た
入
は

矢

部
長
克

氏
及
び

今
井

牛

次

郎
氏
で

あ

り

ま
し
て

次
に

功
績
を

分
つ

ぺ

き

は

我

が

西
川

冠
凱

鄙
、

蜷
川

睦
之
助
兩
氏
で

あ

り

ま
す

，

今

尚
ほ
川

代
修
．

氏
は

三

井
砂
肛

に

居

ら

れ

高
尾

彰
甼

氏
は
炭
礦
汽
船
膸
の

谷
支
店
に

居
ら

れ

實
際
的
採
炭
上

の

調
査
に

從
事
し

て

居
ら

れ
ま

す

　

今

茲
に

私
が

申
上
げ
ん

と

す
る

炭
田

地

質
就

中
石

狩
炭
田

地

質
の

概
要
は

今
日

迄
以

上

藷

大
家
の

研

鑽
討
議
せ

ら
れ

た

結
晶
で

あ
り

ま
し
て

大

體
之

に

は

自
己
の

意
見
を

入
れ
て

居

り

ま
せ

ん

　

即
ち
今
日

最
も
眞
理

と

し

發
表
さ

れ

て

居
る

諸
家
の

議
論
に

基
い

て

且
又

操

業
上

乃
至
採

礦
用

と

し

て

共

最
も

便
利
な
る

舉

読．

圓
浦
な

る

想
像
に

因
る

も

の

で

あ
り

ま
し

て

地
暦
名
と
し
て

も
一

般
學
界
に

發
表
さ

れ
た
る

通
り

の

よ
い

名

稱
を

以

て

此

處
に

批

歴
し

よ

う

と

す
る

次
第
で

あ
り

ま
す

　

地

質
の

こ

と

を
申
上

げ

る

前
に

地

形
の

こ

と

を

申
上

げ
る
の

が

順
序
で

あ
り

ま
す

が

地

圖
を
見
れ

ば
分
る

こ

と
だ

し

皆
様
御
承
知
の

こ

と

で

あ

る

か

ら

地

質
の

こ

と

を

申
逑
ぺ

ま
す

際
込
め
て

申
上
げ
る

こ

と

曳

致
し
ま

す

　
　
　
　

北

海
遞

大

曾
蕭

演
鐐

　
　

札

幌
幕．
擬

大

會

　
　
石

稗

炭

田
の

炭

層

状
態
に

就
て

　

村
田

析

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九

κ

七
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北

海
迸

大
會
講

演
録

　
　
札
幌
講

演
大

倉

　

　
石

狩

炭
田
の

炭

層
肬
態
に

就
て

　

村

田

析
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
九
丸

八

　
北
海
道
の

脊
梁
山
胝
は

南
は
新
冠
岩
知
志
よ

り

大
夕
張
岳
芦

別
岳
紳
威
古

潭
を
渉
り

雨
龍
川
の

東

岸
を
通
つ

て

問

寒
別

叉

は

宗
谷
に

貫
け

る
一

帯
と

日

高

十
勝
の

國
境
か

ら
石

狩
嶽
に

行
き

大
雪
山
に

て

遮
ら

る
」

も
東
旭
川
珊

瑠
北
見
瀧
の

上
、

興
部
の

地

盤
を
形
造

り

枝
幸
に

貫
け
る

も
の

以

上

二

列
の

二

大
皺

曲
軸
か

ら
成
り
立
つ

て

居
り

ま
す

，

而
し

て

副
胝
と

し
て

は

西
に

大
千
軒
岳
よ
り

牧
島
に

到
る
一

軸
東
は

足
寄
よ

り

常
呂
を

通
り

猿
澗

湖
に

貫
け
る
→

軸
都

合
四
軸
の

皺
曲
山

脹
が

あ
る

の

で

あ
り

ま
す

　
此
の

四

軸
を
成

す
處
の

岩
石
は

硅

岩、

赤
鐵
硅

岩
、

輝
緑
凝
友

岩，

粘
磐
岩
石
墨
千
枚
岩
等

を

以

て

甚
し

い

小

皺
を

見
せ

又

大
局
に

渉
る

大

皺
を

見
せ

處

々

石
友
岩
を

挾
み

又

蛇
紋
岩
を

迸
入

し
て

居
り

ま
す

、

襟
裳
岬
か

ち
日

高
十

勝
の

國
境
を
成
す
處
に

は

特
に

廣
大
な
る

花
崗
岩
を

迸
入

し

夫
れ
が

爲
め

外

部

は

著
し
き
接
觸
變
質

作
用
を

受
け
て

居
る

さ

う
で

あ
り
ま
す

、

之
れ

を
岩
質
の

牀
態
よ

り

見
る

と

き

は

關
東
秩
父

古
生
層
に

類
似
す

る

が

恭
だ

紡
經
蟲
の

如

き
化
石
は
發
見
せ

ら

れ
ま

せ

ん

が

之
れ
は

或
は

「

パ

ー

モ

．

カ

ー

ボ

昌

フ

ヱ

ラ

ス

」

時

代
の

も
の

で

あ

る

と

思
は

れ
ま

す
、

北
海
道
に

は
之

れ
よ

り

古
い

地

屠
は
無
い

樣
で

あ
り

ま
す

　

以

上
「

パ

ー

モ
，

カ

ー

ボ
ニ

フ

エ

ラ

ス

」

の

地
層
は

外
國
の

夫
等
と

餘
程
違
つ

て

居
り
ま
す

，

外
國
に

は

其
中
に

有
要
な
炭
暦
を

含
ん
で

居
り

ま
す
，

支

那
に

も
其
中
に

は

大
し

た

石

炭
が
あ
り

ま

す

が
日

本
に

は

少
し

も
あ

り
ま
せ

ん
、

近
頃

徳
永
重
康
氏
は

秩
父
其
他
に

於
て

石
炭
暦
を

發
見
さ

れ
た

と

云

ふ

こ

と

で

あ
り

ま
す

が

稼
行
炭
で

あ
る

や

否
や

は

疑
問
で

あ
り

ま
す

、

要

す

る

に

二

疊
紀
石

炭
紀
時

代
は

我

國
は

磯
が

有
つ

た

か
無
か

つ

た
位
の

淺
海
で

あ

b
ま

し
て

石

炭
と

な

る

べ

き
樹
木

の

繁
茂
を

見
な
か

つ

た

の

で

あ
り

ま
す

、

石

見
國

鹿
足

郡
の

石

次
岩
の

中
に

蘆
木
O
≧

盞
ま
雷

の

破
片
が
．

片
發
見
さ

れ
た

之

れ
が

日

本
古
生
代

植
物
化
石

發
見
の

嚆
矢

で

あ
り

ま
す

　

加
之
北
海
道
に

は

二

疊
紀
石
炭
紀
以

後
の

三

疊

紀
及
び

珠
羅
紀
の

地
暦
を

發
見
さ

れ
て

居
り

ま
せ

ん
，

長
門
の

大
嶺

炭
礦
は

三

疉

紀
の

看
炭
を
採
掘
し

丹

後
の

舞
鶴
炭
礦
は
珠
羅
紀
の

石
炭
を
採
掘
↓
て

層
り
ま
す

が
未
だ

北
海
道
に

は

此
等
の

地
層
が
發
見
さ

れ
て

居
り

ま
せ

ん
．

然
し
北

海
道
も
捜
し

た
ら

あ
る

か

も
知
れ
ま
せ

ん
、

三

疉

紀
時
代
に

所
謂

q自
梦凶
碧

お
く
。

ピ
串

彰

が
あ
り

幾
分
か

土
地

の

隆
起

作
用
が

赳
り

漸
次

日

本
も

陸
を

形
造
る

様
に

な
り

ま
し
た

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

未
だ
々

々

海
が

多
く
溢
暖
の

氣
候
の

下
に

珊

瑚
等
の

捷
息
場
で

あ

り

ま
し
た

　

自
堊

紀
に

匐
入

つ

て

日

本
は

著
し
い

隆
起
を
起
し

ま

し
た

、

之
は

其
下
が

不

整
合
で

あ
る

事
で

分
り

ま

す
、

北
海
道
に

は

古
生
暦
に

載
つ

て

白
堊

紀
全
時

代
を
通
じ
地

層
を
堆
積
し

て

居
り

ま
す

、

矢

部
氏
の

命
名
に

ょ

る

と
下
部
菊
石
暦
三

角
介
砂
岩
贋
上

部
菊
石
層．

今
井
氏
の

研

究
に

ょ

り

其
上

に

函
淵
砂
岩

暦
が

あ

る

こ

と

が

分
り

凡

て

を
通
じ
て

厚
さ
一

萬
尺
に

逹
し

函
淵
砂
岩
と

な
つ

て

初
め
て

陸
成
の

地

層
が

見
ら

れ
ま
す

．

下

部
菊
石

暦
は
内
地
に

て

は

物
部
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第七四號

川
暦
と

云

ひ

上

部
菊
石

及
び

函
淵

砂
岩
層
は

樺
太
に

て

は

「

ジ

ヨ

ン

キ

エ

ル

」

岬
層
，

磐
城
に

て

は

双

葉，

天
草
に

て

は

姫
浦

層
と

申
し
ま
す

　
自
堊
紀
層
が

絡
つ

て

新
生
代
が

始
ま
ら
う

と

す
る

前
に

先
づ

激
烈
な
地
殻
變
動
が

起
り

ま
し

た
，

之
は

白
堊
紀
贋
と

新
生
代
の

地

暦
が

到
る

處
不
整
合
で

あ
る

こ

と

か

ら

分
り
ま
す

、

此

時
の

大
地

變
に

由
つ

て

熔

岩
の

噴
出
も
あ
り

ま
し
て

多
く
の

火
山
が

出
來
ま
し

た
、

新
生
代
の

初
め
か
ら

大
規
模
の

地

變
は

實
は

日

本

許
り

で

は

な
く

世
界
的
で

あ

り

ま
し

た
，

世
界
で

見
る

大
山

胝
帥
ち

「

ヒ

マ

ラ

ヤ
」

「

ア

ル

プ

ス

」

凡
て

此
の

時
の

生
咸
物
で

あ
り
ま
す

，

此
地

變
の

申
に

堆

積
し

た
第
三

紀
水

成
岩
は

實
に

我
國
富
源
の

親
で

あ
り

ま
す

、

即
ち

石

炭
及
び
石
油
は

實
に

此
中
に

含
ま
れ
て

居
り

ま
す

、

北
海
道
特
に

我

が

石
狩

炭
田

に

堆
積
し

た
地

層
は

今
爰
に

掲
げ
た

通
り

の

も
の

で

あ
り

ま
し

て

（

大
正

ニ
ニ

年

三

月
一

五
日

發
行
地

學
雜
誌
第
四

二
．

號
今
井
博
士

論
文

中
一

四

丑

頁
第
二

圖
參
照
）

帥
ち

最
下

部
が

虜

謂
大
き
な
意
味
の

夾
炭

層
或
は

下
部
第
三

紀
居
で

大
方
は

陸
成
の

地

暦
始
薪
世
の

も
の

で

あ
り

ま
す

、

之
れ

を

細

別
す

る

と

き
は

登
川
夾
炭
暦

，

幌
加
別
層

，

夕
張

夾
炭
居

，

若
菓
邊
居

，

幾
春

別

爽
炭
層
が

見
ら
れ
ま
す

、

其
の

上

に

は

中

新
世
の

幌
内

暦
其
上

に

は

矢

張

中
新

期
の

川
端
層
漸
次
鮮
新
期
と

な
つ

て

追
分
屠

第
四
紀
の

粟
山
贋
が

見
ら
れ
ま
す、

之
は

夕
張

炭
田

に

於
け

る

地

暦
の

順
序
で

あ
0

ま

す

が

蹇
知
炭
田

に

於
て

は

夕
張

爽
炭
暦．

若
菓
邊
層

，

美
唄
夾
炭
暦
下
部
蜆
介

層
幾
春
別
爽
炭
暦
上

部

蜆
介
層
芦
別
夾
炭
層
之
を
下

部
第
三

紀
暦
と

し

て

其
上
を

瀧
川
贋
と
云

ふ

極
く
新
し

い

地

層
が

被
て

居
り

鏖

す
，

今
井
氏
は

之
を

「

プ

ラ

イ

ス

ト

ー

セ

ン

」

と

さ

れ
て

居
り

ま

す

　

此
處
に

注
意
す
べ

き
は

夕
張
炭
田
に

於
け
る

地

層
は

海
陸
刺
然
た
る

地

層
の

匿
別
が

著
し

く

且
比

較
的

薄
く
色
彩
明
瞭
で

あ
る

の

に

反

し

塞

知
炭
田

に

於

て

は

海
陸
兩
成
の

地

暦
左
程
制
明
せ

す
海
成
で

あ
つ

て

も
牛

淡
水

，

陸
成
で

あ
つ

て

も
淡
水
の

動
物
化
石

を

含
み

且
地

層
が

甚
だ

厚
く
色
彩
判
明
で

な
い

こ

と

で

あ

り
ま
す

　

而
し

て

夕
張
炭
田
に

於
て

は

地

暦
分
布
の

歌
態
に

變
化
は
多
い

が

決
し
て

不
規
則
で

あ
る

と

云

ふ

こ

と
で

は

あ
り
ま
せ

ん
、

沈
積
當
時
の

地
形
に

應
じ
て

或
處
で

は

或
地

層
を
よ

り

ょ

く
發
逹
し

叉

或
處
で

は

地

層
を
欠
除
し
て

居
る

の

で

あ
り

ま
す

、

例
へ

ば

夕

張
地

方
に

て

は
前
記
の

地

暦
殆
ん

ど
全
部
完
備
し

て

居
る

の

に

仙
方
に

行
く
に

從
ひ

漸
次
或
多
く
の

地

層
を

尖
滅
し

幾
春

別

幌
内
に

於
て

は

獨
り

上

部
の

幾
春
別
爽
炭
暦
の

み

を
見
る

に

到
り
ま
す

　

徇
又

最
も
注
意
す
べ

き
は

幌
内
暦
と

下

部
夾
炭
層
と

の

間
に

不

整
合
が

あ

つ

て

南
に

行
く
に

從
ぴ

凡
て

の

夾
炭
層
を

漸
次
上
部
よ

り

失
ひ

登
川
に

於
て

は

登
川
爽
炭

層
の

み

を
存
し
甚
し

き

に

於
て

は

鵡
川
に

於
て

は

そ
れ
さ
へ

も
最
早
見
る

こ

と

は
出
來
な
い

迄
に

到

る

こ

と

で

あ

り

ま

す
、

之
は

即
ち

今

井
牛
次

郎
氏
の

所

謂
幌
内

海
の

海
浸

目
屡

5
自・

α嘩

話
り

鼠
o
ロ

を

以
て

詭
明
さ

る

」

も
の

で

あ
り

ま

す

　

前
遞
の

如
く
室
知
に

於
て

は

爽
炭
唐
凡
て

の

地

層
が

非
常
に

厚

く
な
り

且
つ

炭
暦
の

數
を

増
し

且
つ

地

暦
の

淌
長
に

變
化
が
あ

り
ま
す

か

ら

從
つ

て

之
に

　
　
　
　

北

海
迸
大

曾
誨

演
鐐

　

札
幌
講
演
大

曾
　
　
石
狩
炭
田

の

疑

暦

状
慧
に

就
て

　

村
田

析

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

九

九

九
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月 一 一
年 三 和 昭

　
　
　
　
北

海

道

大

曾
講．
演

録

　

　
札

幌
講
演
大

倉
　

　
石

狩

炭

田
の

炭

轡
状
態
に

就

て

　

　
村
田

柝

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　一

〇

〇
り「

含

ま
る

」

炭
暦
の

發
達
分
布
が
處
に

よ

つ

て

大
に
違
ぴ

ま
す

、

即
ち
登
川

に

於
て

は

最
下
蔀
の

爽
贋
即
ち

登
川

夾
炭
暦
中

の

石

炭
を

稼
行
し
楓

，

眞
谷
地

、

落

茱
蓬

．

夕

張
，

大
夕

張
に

於
て

は
夕
張
夾
炭

暦
甲

の

石
淡
を

稼
行

致
し

ま

す
、

萬
字
に

於

て

は

不

思

議
な
こ

と

に

は

再
び

登
川

爽
炭

暦
の

も
の

を

稼
行

し

美
流
渡
よ

り

北
方

幾
舞
別
幌
内

奔
別
彌
生

東
松
澤
に

於
て

は

幾
春

別

爽
炭

層
の

も
の

を

稼
行
致
し

ま
す

　

室
知
巌
田

に

於
て

は

美
唄
は

夕
張
炭
田

に

て

は
更
に

不

稼
行
な
り

し

虎
の

皮
隆
と

稱
す

る

も
の

ム

發
逹
せ

る

部
分
を

稼
行
し

今
は
三

井
に

合
併
げ 一
ら

れ

た

る

も
昔
時
の

光
珠
は
美
唄
夾

炭
暦
沼
貝、

錦
旛
礦
は

幾
春

別
層
の

も
の

を

稼
行
し

奈
井
江

礦
，

芦
別

礦
は
最
上

部
芦
別
爽
炭
贋
の

も
の

を

稼
行
し

て

居
り

ま

す
，

而
し

て

砂
川

及
び

室
知

に

於
て

は

美
唄
夾
炭
層
及
び

若
菓
邊
層
中
の

石

炭
を
上

暦
群
と

稱
し

て

稼
行
し

叉

夕
張
爽

炭
層
中
の

も
の

を

下

層
群
と

し

て

同

時
に

稼
行
し

て

居

り
ま
す

、

但
し

當
地

の

夕

張
爽
炭
暦
は

夕
張
地
方
の

そ

れ
に

比
較
L
甚
だ
厚
層
で

然
も
炭
暦
數
多
き

爲
め
或
拡
之

を

幌
加
層
及
び

登
川

爽

炭
層
に

分
つ

ぺ

き
で

あ
る

と

云

ふ

読
さ
へ

も
起
つ

て

居
り

ま
す
，

獪
茂

尻
に

於

て

は

上

暦
群
下

暦
群
兩
者
を

稼
行

し

豐
田
は

幾
春

別
爽
衰
層
の

も
の

を

稼
行

し

て

居

ま
す

．

」
斯
の

如
く
各
炭

礦
に

於
て

別
々

の

層
を

掘
つ

て

居
り

ま
す

か

ら
各
所
に

於
て

炭
質
が

異
な
る

譯
で

あ

り

ま
す

　

抑
も
我

國
は
地

球
に

於
け

る

第
三

紀
造

山
地

帶
に

匐
入

つ

て

居
り
ま
す

．

此
の

造
山
地
帶
は

太
李

洋
を
環
ゆ

叉

赤
道

近
く
を

東
西
に

渉
つ

て

居
り

ま

す
、

即
ち
南
北
亞

米
利

加
の

太
甼

洋
岸
か
ら
亜

細
亜
の

東
岸

を

廻
り

「

ジ

ヤ

バ

」

か
ら
「

ヒ

マ

ラ

ヤ
」

「

カ

ウ
カ

サ

ス
」

「

イ

タ

リ
」

「

ア

ル

プ

ス

」

太

西
洋
を
飛

ん

で

西
印

度
に

到
る

地

球

の

地
向
斜
で

あ

り
ま
し

て

其
當
時
の

地

球
に

於
け

る

あ
ら

ゆ

る

動
力
は

凡

て

共
地

體
て

61
き
受
け

て

居
り

ま
す

第
三

紀
以

前
の

地

變
も
無
論

受
け

て

居
り

ま

す
が

第
三

紀
以

後
の

地

變
は

主
に

此

地

帶
に

起
り

大

な
る

山
舐
を

形
造

つ

て

居
る

こ

と

は
皆
樣
既
に

熟
知
の

こ

と

で

あ
り

ま

す

　

此

皺
曲

作
用
は

勿
論
我
國
に

も
起
り

ま
し

だ
，

從
つ

て

我

が

石

狩
炭
出
も
此
皺
曲
に

支
配
さ

れ
す
に

は
居
れ

ま
せ

ん
で

し
尢
否
も
つ

と

進
ん

で

非

常
に

大

き
な
皺
曲
を
受
け

て

居
ゆ

ま
す

、

世
界
の

「

ア

ル

プ

ス
」「
「

ヒ

マ

ラ

ヤ
」

で

見
る

様
な
大
き
な

も
の

で

は

あ

り

ま
せ

ん
が

相
當
の

大
さ

の

O
く
 
『

筈
2
籌

さ

へ

も
起
し

て

居
り

ま
す

．

注
意
す
べ

き
は

外
國
各
所
に

於
て

は

其
大
活

動
は

第
三

紀
の

初
期
及

び
中

期
で

あ

る

と

云

ふ

て

居
り

ま

す
が

我
が

石

狩
炭
田

の

皺

曲
は
「

ネ
ォ

ゲ

ン

」

「

パ

レ

ォ

ゲ
ン

U

共
K
而

も
白
垂
紀
の

地

暦
迄
も
同
じ

形
式
の

皺
曲
に

支
配
さ

れ
て

居
る

こ

と

か

ら

察
す

れ
ば
此
地

方
の

大
活
動
は
却
つ

て

第
三

紀
の

後
期
に

あ
b
は

し
な
い

か

と

思
び

毳

す
「

　°

今
第
三

紀
海
陸
の

上
下
運
動
を
日

本
に

共
通
す

る

地

謄…
の

分
布
上
よ

ゆ
隅

者
は

左
の

四

期
に

分
つ

て

之
を

詮
明

し

て

居
ま
す

．

即
ち
一
，

秋
津
沈
降
時
代

二
。

高
千
穗
隆
起
時
代
三
、

瑞
穗
沈
降
時
代
四

．

敷
島
隆
起

時
代
で

あ
り
ま
す

，

之
に

ょ

つ

て

石
狩

炭
田
の

地

層
を

當
は

め
て

見
ま

す
と

下
部

第
三

紀

暦
即

ち

夾
炭
層
拡

高
干

穗
隆
起
時
代
に

相

當
し
共
上

を
不

整
合

に

被
ふ

處
の

幌
内
膳
は
瑞
穗
沈
降
時

代
其
上
の

川
端
暦
は

漸
次

隆
起
時
代
と

な
つ

て

今
日

見
る

如
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第七四號

き
地
形
を
呈
す

る

に

到
つ

た
も
の

で

あ

り

ま
せ

う

　
皺
曲
の

時
代
は

兎
も

角
造
山
力
は

太

陸
か

ら
太
不
洋
に

向
つ

て

衝
毒
進
ん

だ

に

相
違
な

い

之
れ
に

ょ

つ

て

日

本
は

花
綵
駄
を
な
し
て

居
る

こ

と

に

何
も
不

思

議
は
な
い

、

獪
又

其
皺
曲
が

雁
行

欺
を

な
し

て

居
る

こ

と

に
就
き
徳
田

貞
一

氏
の

研
究
が

あ
つ

た
、．

同
氏

は

之
を

詮
明
す
る

の

に

塵
紙
を

以
て

せ

ら

れ
た

さ

5
で

あ
る

が
我
が

石
狩
炭
田

の

皺
曲
も
矢

張
恰
も
塵
紙
を
一

方
か

ら

縮
め

た
や

う

な
形
を

呈
し

て

兩

肩
降
り

の

波
歌
を

諸

處
に

形
邁
つ

て

居
り

ま

す．

波

の

長
軸
は
力
の

方
向
に

直
角
に

横
は

つ

て

居
り

ま

す
、

元

の

白
堊

紀
の

地
形
健

如
何
で

あ
つ

た
か

は
充
分
私
は

之

を

誂
明

す
る

こ

と

は

蹴
來
ぬ

が

現

在

第
三

紀
と

共
に

走
向
傾
斜
を
等
し

く

す
る

こ

と

よ

り

考
ふ

る
と

き

は

第
三

紀
層
堆
積
當
時

と

は

餘
り

變
り

て

居
な
い

形
歌
を
呈

し

て

居
つ

た
樣
に

思
ふ
、

即
ち

中

生

紀
第
三

紀
階
に

壓
迫
せ

ら
れ

た
る

大

壓
力
に

よ
つ

て

「

ネ
オ

ゲ

こ

堆
積
地

體
に

は

ズ
。

舞
一

窪
昌
「 ．
ハ

レ

オ

ゲ

こ

堆
積
地

髀
よ

の

中
生

起

偲

か

け
て

は

冒

8
嘱
ロ

鑑

皆
冕
ぎ

σq

　
を

造
り

逾
に

中
生

紀
に

接
す

る

處
に

於
て

は

○

き
壁
円

磊
け

艶
巳
歴

さ

へ

も
起
す
に

到

つ

て

居
り

ま
す

、

斯
く
し

て

大
夕

張

に
於
け
る
「
b8

に

睾
ロ

肓
ロ
。

費

δ

を

察
す

る

こ

と

が

出
來
ま

す
が

中
生

紀
の

み

の

地

體
に

行
き
ま

し

て

は

私
は

多
く
を

語
る

こ

と

が

出
來
ま
せ

ん

　

故
に

右
地
懸
内
に
介
在
せ

ら
る

」

炭
暦
も
其
形

式
を
取

ら

ざ

る

を

得
な
い

撒
態
と

な
り

ま
し
て

探

炭
家
が

恒
に

苦
心

を
す

る

唯
→

の

原

因
と

な

り
ま
オ

炭

暦
は
非
常
に

複
雜
な

形
駄
を
呈

し

て

居
ま
す

が

決
し
て

不
規
則
で

は

あ

り
ま
せ

ん
、

力
の

方
向
及
び

習

性
等
を

系
統
的

に

研

究
す

れ
ば

何
も
不

黒

議
は

な

く

却
つ

て

之
が

天
然
で

あ
り
ま
す

　

夕
張
炭
側

及
び

室

知
炭
田

に

於
る

大
な
る

断
層
は

大
抵

逆
斷
贋
で

之
に

は

し
か
な
ら
し
む

る

原
因
が

有
る

の

で

す
、

一

方
叉

正

斷
層
も

決
し

て

少
な

く
は

あ
り

ま
せ

ん

が

前
者
に

比

て

數
少
な

く
且
其

落
差
が

些

少
で

あ

り

ま
す

、

近
頃
發
見
さ

れ
た

事

實
と

し

て

は

夕

張
炭
田
の

或
個
所
に

於
て

逆

斷
暦
が

深
部
に

行
り・
て

傾
斜
が

非
常
に

綏
く
な
り
即
ち
　
hb

醤
同

魯
駐
 

譁
三
什

に

變
る

こ

と

が

多
い

こ

と

で

あ

り
ま
す

、

之
は

力
と

地

層
の

硬
歎
と

の

關
係
に

基
く

爵
め

で゚

あ

ら
う
と

思「
ひ

ま
す

，

且
叉
或

部
分
に

於
て

大
匪
域
の

破

碎
帯

9
呂
プ

＆

蓉
鼠

或
は

己層

ぎ
笛

属冖
碗

蓉
話

な
る

も
の

が

あ

つ

て

之
が

矢
張
急
勾
配
か

ら

綏

勾

配
に

變
る

と

云

ふ

こ

と

も
發
見
さ

れ
ま

し

把

此

等
に

は
一

々

理

由
が

な

け

れ
ば
な
ら
ぬ

こ

と

が
あ

り

ま
す

が

後
日

の

研

究
を
要
し

ま
す

「

右
は

大
方

タ
張
方

面
に

於
け
る

斷
暦
状
態
σ

あ

り
ま

す

が

寝
知
方
面
に

於
け

る

斷
層
は

凡

て

急
傾
斜
と

し
て

顯
は
れ
て

居
り

探
礦
に

は

比
較
的
樂
で

あ

り

ま
す

、

そ
れ
は

室
知

方
面
の

地

層
が

夕
張
地

方
の

そ
れ
に

比
較
し
大
體
と

し

て

質
が
均
等
で

あ
る

と

云

ふ

こ

と
に

よ

る
の

で

は

あ
り
ま
せ

ん

か

　

以
上
越
べ

尢
通
夢

石
狩
炭
田

の

炭
麿
と

共
に

數
多
く
の

皺
曲
波
歌
を
呈

し

波
歌
の

移
喝

處

に

は
大
抵
逆

斷
暦
が
起
つ

て

居
り

ま
す

、

故
に

皺
曲
は

必
す

団
。

昏
コ

けq’

掛
巳
鰐

と

し
て

取
扱
は

れ
て

居
る

の

で

あ
り

ま
す

、

依
つ

て

勢
ひ

司
。

屠
5
σq

の

走
向
と

梦
三
躰

の

走
向
と
一

致
し
走
向
は
南
北
の

平
行
せ

る

筋

　
　
　
　

北

海
逋

大
會

講
演
鹸

　

　
札
幌

講
演
大
曾層
　

石

狩
炭
田

の

炭

暦
腴
態
に

就
て
　

　
村
田

析
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　一

〇
〇
一
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北

海
迸
大

會
講
演

錬
　

　
札
幌
講

演
大
倉
　

　
石

狩
炭
田
の

炭

暦
腴
態
に

就
て

　

　
村
田

析
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

QO

二

と
な
つ

て

顯
は

れ
て

居
り

ま
す

，

然
し
或
處
は

南
北
走
向
か

ら

東
西
走
向
に

轉
囘
す

る

處
も
あ
り

ま
す

．

之
は

中
生

紀
居
が

大
鞍
歌
を
呈

し
大
な
る

O
。

蕁

を
形
造
つ

て

居
る

處
に

限
る

様
で

あ
り
ま

す

　
地

層
が

波
歌
を
呈
す

る

處
と

し

て

著
し
い

例
ば

幌
内

。

眞
谷
地

，

楓
，

若
茱
邊

等
，

逆
轉
の

個

所
と

し
て

著
し

い

處
は

大
夕

張、

登
川

、

幾
春

別
の

如
き

で

あ

ウ
ま
し
て
，

比

較
的

国
彎
o
。

が

働
か

な
か
つ

た
平
穩

な
る

處
と

し

て

は

夕
張，

美
唄
の

如
き
大

炭
礦
と

し

て

發
逹
し

て

居

り

ま

す

　
又

最
新
世
代
若
く
は

「

ネ

オ

ゲ

ン
」

に

噴
出
し

た
火
山
岩
の

爲
多
少
の

接
觸
作
用
を

受
け

て

居
る

處
が

砂
川

歌
紳
の

一

部
分
で

あ

り
ま
し

て

九

州
方
面
の

如
く
著
し
く
は

あ
り
ま
せ

ん
、

夕
張
炭
田

若
茱
邊
方
面
に

於
て

は
試
錐
の

結

果
温

篆
を

噴
出
し

た
こ

と

が
あ
り
ま
す
が

火
山
性
を

帶
び
て

居
る

た
め

で

あ
る

か
否
か
は
確
で

あ
り

ま
せ

ん
、

又

地

暦
關
係
密
閉
の

程
度
に

よ
り

「

メ

タ

ン

」

瓦

斯
を
拌
ふ

こ

と

多
く
之
が

探
炭
事
業
に

大
に

防
害
を

與
ふ

る

こ

と

等
は
當

炭
田

の

著
し
い

點
で

あ
り

ま
す

　

以
上
で

石

狩
炭
田

の

地

質
と

炭
暦
獣
況
の

概
略
を

申
し

上

げ
ま
し

た
が
北

海

道
に

は

未
だ
々

々

多
く
の

炭
山
が

あ

り

ま
す

未
だ

未
開
の

炭
円

も
あ
り

ま
す

然
し
之
を
統
計
付
く
れ
ば

皆
最
初

に

申
し

上

げ
た
主
軸
及
び
東
西
の

副

軸
に

滑
ふ

て

居
る

こ

と

が

分
り
ま
す

、

又

地

質
も

大
體
石
狩
炭
田
の

も
の

に

似
て

居

っ

て

之
を

知
つ

て

居

れ
ぱ
略
地

層
の

上

下

の

別
を

容
易
に

刺
別
す
る

こ

と

が

出
來
ま
す

、

例
へ

ば

留
萌
炭
田

の

如
き

も

幌
内

層
が

發
逹
し
て

居
つ

て

第
三

紀

層
を
上

部
及
び

下
部
に

分
つ

て

居
り

ま
す

數
＋

枚

の

石
炭
層
は

凡
て

下

部
第
三

紀
層
中
に

存
在
し

皺
曲
も

斷
暦
も

非
常
に

多
く
矢

張
石

狩
炭
田

と

相
伯
仲
し

て

居
り
ま
す

　

獪
他
に

著
明
な
る

炭
田

と
し

て

は

北
に

羽

幌，

幌
延

、

宗
谷
南
に

新
冠
が

あ
り
ま
す
が

此

等
は

石

狩
炭
田

系
統
の

も

の

で

あ

り

ま
す

，

矢
張
東
に

白
堊

紀

暦
を
控
へ

地

質
構
逶
共
に

石
狩
炭
田
乃
至
留
萌
炭
田

に

類
す
る

も
の

で

あ
り

ま
せ

う
が

未
だ

私
は

多
く
を

見
聞
し
た
こ

と

が

あ
り
ま
せ

ん

　

但
し

炭
質
は

落
ち

て

瀝
青
炭
よ

り
は

寧
ろ

黒
褐

炭
に

馬
す
る

も
の

で

あ
る

と

思
ひ

ま
す

，

之
は

西
側
の

も
の

で

あ
り

ま
す

が

中
筋
乃
至
東
側
の

も

の

と

し

て

は

「
一
＝一
ウ
」

，

金
山

，

名
寄

，

小

頬
側
の

如
き
も
の

が

あ
り
ま
す
，

之
は

云

ふ

に

足
ら
ぬ

乏
し

い

炭
田

で

あ

り

ま
す

　

西
方

渡
島
系
の

も
の

に

は

茅
沼
炭
田

が
あ

り

東
方
足

寄

系
統
の

も
の

に

は

浦

幌
、

尺
別
、

直
別

，

築
別、

茶
路

．

薙
別

，

淕
別
等
獪

其
東
方
に

離
れ

て

釧

路

炭
田

が

有
り
ま
す

、

共
中
浦

幌
，

薙
別，

釧
路
．

炭
田

が
最
も
大
き

く
炭
質
も
亦

優
れ
て

居
り

ま

す
，

此
等
の

炭
田

は

矢
張
南
北
軸
の

皺
曲
に

支
配
せ

ら

れ
長
軸
を

南
北
と

す

る

鞍
駄
を

呈

し
て

居
り

ま
す
が

獨
釧
路
炭
田
の

み

は
東
西
に

延
び

て

居
つ

て

南
北
軸
に

支
配
さ

れ
す
且
又

其
處
に

は

逆
斷
層
少

な

く
却

っ

て

正

断
層
の

多
い

こ

と

を
示

し

て

居
り
ま
す
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第七四號

　
之

は

聞
。

お
 

　
の

掛
り
工

合
が

夕
張

炭
田
の

そ

れ
と
は

全
く

違
つ

て

居
る

こ

と

に

原

因
し

ま
せ

う
、

即
ち
此
處
は

Ω

3
く

律
槻

夢
自

犀

の

地

帶
で

あ

つ

て

目
弓
⊆

畧

詩
三
e

の

地

帶
で

は

あ
り

ま
せ

ん
、

之
は

叉
現
在
迄

日
9
色
。

冨

が

働
い

た
地

體
で

あ
る

こ

と

を

示

す

勢
巳

身
吋
 

の

あ
る

の

と

で

分
り

ま
す

、

之

れ
は

丁
度
九

州

炭
田

と

北

海
道
炭
田

の

相

異
な
る

關
係
と

良
く
似
て

居
り
ま
す

即
ち

九
州
方
面
に

は

正

斷
麿
が

多

く
皺
曲
が

少
な
く
反

之
北
海
道
に

は
逆
斷

屠
が

多
く
皺
曲
が

多
い

之
は

矢

張
重
力
を

擘
る

地

體
と

側
壓
を
感
す
る

地

體
と

を
示
す

兩
者
に

著
し

き

相
違
あ
る

點
で

あ
る

と

思
ひ

ま
す

右

援
つ

て

漸
く
北
海
道
炭

里
砦
狩

崙
の

鬢
及
び

炭
層

餐
を

饕
絡
り

芒
た
が

北
海
道
に

は

ど

の

位
石

季
有
・

か

と

云

ふ

こ

と

に

就
き

述
べ

て

見
ま
す
と

　

大
正

二

年
札

幌
鑛
山
監
督
局
調
査
水

準
下
二
，

○
○
○
尺
迄

　 茅 千 白 釧 十 宗 苫 留 樺 石

合 沼 歳 糠 路 勝 谷 前 萌 戸 狩

　 炭 炭 炭 炭 炭 炭 炭 炭 炭 炭

計 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田

自
明

治
四
三

年
至
大
正

七

年
農
商

務
省
の

鑛
物
調
査
報
告

　

之
に

は

私
一

個
の

考
へ

も
入

れ
て

水
準
下
一

、

○
00

尺
迄

　
　
　
　

夕

張

炭

田

　
　
　
　
北

海
逍
大

曾
講

演
録

　

　
札

幌
講
演
大
會

　

　
石

狩
炭
田
の

僕

暦
状
態
に

就
て

一
、

八
二
一

、

○
○
○

、

○
○
○

　
　
　

（一
一亠
ハ

一
⊃

○

○
○
）

　
一

八
六
、

○
○

○．
○
○
〇

　
　

五
八

、

○
○
○、
○
○
〇

　
一

三

九
，

○
○
○
、

○
○
〇

　
　

九
一
、

○
OO

，

000

　
　

五

二
、

○
○
○

、

○
○
〇

　
　
　

七
．

000

、

OOO

　
　
　
　
（

三

八

三
bOOO

）

　
　

四．
五
、

○
○
○
．

○
○
〇

二
，

三

九
九

、

○
OO

、

OOO

噸

　

六

五

〇、
○
○

○、
○
○
○

村
田

析

一
〇

〇
三
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北

海
迸

大
曾
講

演
録

　

　
札

幌

講
演
大
倉

　

　
石

狩
炭
田
の

炭
層
状
態
に

就
て

　

　
村
田

析
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　一
〇

〇

四

　
　
　
　

室

知

炭

田

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

〇
三
、

○
○
○

、

○
○
○

　
　
　
：

共

他

炭
’

田

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
八

八
、

○
○
○
、

○
○
O

　
　
　
　
　
　
A
ロ

　
　

　

計
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一
．

亠
ハ

四
→
、

QOO

，
○
○
○哩
馴

　
但
し

右
に

は

茅
沼

、

弱

幌
炭
田

等
を
入
れ

す，

夕
張
炭
田
，

室
知
炭
田
中
に

は

處
に

ょ

り

二
．

000

尺
迄
の

炭
量
を

入
れ
た

處
も
あ

り
ま
す

が

共
他
炭

田

中
に

は
一

、

000

尺

迄
の

炭
量
の

み

を
入
れ
て

あ
り
ま

す
か

ら

獪
ほ

此
の

下
一
、

○
○
○
尺
の

炭
量
を
加
算
し
た

な

ら

ば

或
は

札

幌
鑛
山
監

督
局
の

調
べ

の

如
く
二

四
億
に

達
す
る

か
も
知
れ
ま
せ

ん

　

然
る

に

監
督
局
に

於
て

は

獪
ほ

水
準
下
四

、

○

00

尺
迄
を

加
算
し

て

約
四

〇
億
を
出
し
て

あ
り
ま

す

　

炭
量
計
算
法
に

就
て

は

未
だ
幾
多
の

議
論
も
あ
り

ま
せ

う
が

先

今
は
之
に

從
つ

て

置
い

た
方
が

よ
い

と

思
ひ

ま
す

（

常
稿
は

東

北
大
學
矢

部
欷
授
の

御
校

閲
を

仰
ぎ

た
り

爰
に

甚
大
の

謝
意
を

表
す
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

終
）
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